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全学共通科目
（教養部）

包括臨床実習

研
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内

容

654321学年

①行動科学
②生命科学
③早期臨床体験

実習
④歯学概説
⑤歯学史
⑥医の倫理
⑦科学英語
⑧統計学
⑨基礎情報医歯学
⑩歯学最新情報
（選択コース）
⑪歯学最新情報
（最新の歯科研究・
歯科臨床）

基礎＋臨床
統合型講義・実習

臨床＋基礎
統合型講義・実習

連携教育

総合
課題演習

共用試験 ＣＢＴ／ＯＳＣＥ

学年混合選択セミナー

課題統合セミナー

臨床体験実習

全身と
歯科治療

歯学教育カリキュラムの例示

包括臨床実習
の評価は？
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包括臨床実習の評価

• ベーシック・リクワイアメント
総合診療実習

各診療科実習

• 6年次終了時OSCE
H14,15・・・ 7 ステーション独立課題

H16 ・・・ 3 ステーション複合課題

H１7,18・・・ 2 ステーション複合課題
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平成１９年度臨床総合実習における Basic Requirement

1805
10
15

５点加算

5

直接法修復 Ⅰ，Ⅴ級，くさび状欠損

直接法修復 Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，Ⅵ級

間接法修復

困難な症例

既修復物のメインテナンス

う蝕制御学

105
5

1
1

地域歯科保健-Ⅰ（含レポート）

地域歯科保健-Ⅱ （含レポート）

健康推進歯学

150305抜髄または感染根管治療

１根管30点で5根管

歯髄生物学

12010
10
20
10
20
10
10
10
5
5

1
1
1
1
1
1
0
0
0
0

術前診査

ＴＢＩ

ＳＲＰ

再評価

歯周外科手術（含レポート）

最終診査

メインテナンス

ナイトガード

咬合調整（１口腔単位）

暫間固定（１口腔単位）

歯周病学

必要

点数

付与

点数

最少

症例数

症 例担 当
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平成１９年度臨床総合実習における Basic Requirement

405
20

5

2
1
2

口腔衛生指導

歯冠修復処置（浸麻・ラバー・処置）

う蝕予防処置

小児歯科学

404
4

5
5

矯正診断・症例分析

矯正歯科治療の介助

咬合機能矯正学

顎顔面矯正学

20201笑気吸入鎮静法または全身管理法麻酔・生体管理学

2045撮影と読影（含試験ケース）口腔放射線医学

2002001組全部床義歯（含試験ケース）全部床義歯

補綴学

150A:100
B:20～75

2部分床義歯（A，試験ケース B，一般ケース）部分床義歯

補綴学

1302
2
5

10
10

5
5

10
4
2

抜歯

難抜歯の介助

口腔外科診断

小手術の介助（含レポート）

入院患者（含レポート）

顎顔面外科学

顎口腔外科学

20050
150

クラウン前歯または臼歯（含試験ケース）

ブリッジ（含試験ケース）

摂食機能保存学

必要

点数

付与

点数

最少

症例数

症 例担 当
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平成１９年度臨床総合実習における Basic Requirement

30103歯科総合診療部での初診業務総合診療歯科学

1052顎義歯診療の介助（含レポート）顎顔面補綴学

4010
10
10

1
1
1

口腔衛生指導（口腔ケア）

処置時の患者管理

摂食機能療法の介助（含レポート）

高齢者歯科学

105
5

1
1

障害者歯科治療の介助

治療方針の立案（含レポート）

障害者歯科学

必要

点数

付与

点数

最少

症例数

症 例担 当

合計 1350

※各々の症例について最少症例数をクリアして各科の必要点数をそれぞれ満たし，

合計点数が １３5０点以上になること。

かつ、D６終了時OSCE（平成１９年１２月実施予定）を受験し，合格すること。

更に平常点を加味し総合評価とする。
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6年次終了時OSCE
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それぞれの評価の位置づけ

・卒前臨床実習開始前の評価（知識・技能・態度）

共用試験 ・・・・・（参加大学合意の下の自律的規範）

・卒前臨床実習終了時の評価（技能・態度）

・・・・・ （各大学の自律的規範）

・国家試験（知識） ・・・・・・（歯科医師法：法的義務）

・臨床研修修了 ・・・・・・ （歯科医師法：法的義務）

17
（知識・技能・態度）




